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奈良町にぎわいの家 1月のイベントから

玉川遠州流による
茶会（煎茶）

新
春
お
餅
つ
き
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
！

①沢山の方が
並びました。

②重い杵を持って
よいしょ！

←
←

③
ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
、
つ
き
ま
し
ょ
う
。

←

④フランスからの
YouTubeｒ、
勇姿をアップ！

←

⑥はい、まもなく
ぜんざい、配ります～。

⑤丸めるのに
大忙し！

← ⑦ぜんざいの
味は？ｇｏｏｄ！

⑧いい天気、
裏庭で

いただきます。

←
短
歌
講
座

喜
夛
隆
子
先
生

新
年
の
歌
を
紹
介

いわつなおこ アコーディオンコーサート

い
わ
つ
さ
ん
の
素
敵
な
演
奏
に

町
家
も
パ
リ
の
街
角
の
ム
ー
ド
！

スタッフによる体験茶会。

かき餅作り。
指導の岡井睦先生を囲んで。

スペインから
かまど体験！



露が降りた土の感触、
土踏みながら
紫紺に輝く茄子を
五、六個収穫した
白露の朝です。

奈良町オリジナルソング
「奈良町ふぁんたじぃ」放送中！

奈良町オリジナルソング「奈良町ふぁんたじぃ」を作り、披露しま
した。（作詞・小野小町／作曲・小宮ミカ）舞台に歌手の嶋田純子
さんの伸びやかな歌声が響き、最後、参加者全員で歌いました。
終演後、「この歌、歌います。楽譜下さい。」などのお声かけも
いただきました。ならどっとＦＭで平日毎日、午前11時半から
放送中。是非、お聞きください。

作品の中で「生まれる」…

外の世界へと… 庭と身体の面白さ

オ
リ
ジ
ナ
ル
節
気
短
歌

喜
夛
隆
子
（歌
人
）

節
気
マ
ー
ク
・

は
が
き
デ
ザ
イ
ン

金
田
あ
お
い
（藍
寧
舎
）

福
豆
の
ゆ
ふ
べ
撒
か
れ
し
門
口
に

ひ
か
り
及
べ
り
春
立
つ
朝

夕
べ
豆
撒
き
を
し
た
門
口
に

光
が
美
し
い
立
春
の
朝
で
す

速報！「町家の魅力と未来」シンポジウム＆奈良町ファンタジー～語り、朗読劇、歌の集い～

２／１１（日・祝）、ならまちセンターで行われた町家イベント（後援・奈良市 他）は当館スタッフ始め、町づくりに
関わる皆さん、一般出演の方々など、多くの方たちの参加によって、盛況のうちに終えました。シンポはこの度
当館共同体が作った町家冊子の紹介と提言を、「奈良町ファンタジー」では、オリジナルの劇や歌の披露、
地元の方の語りから、住む人と町家の声を届けました。地域イベントの新しい形となりました。

リハーサルの様子

（１番 歌詞）
なんとなく歩きたくなる町だから
心、遠くに飛ばそうよ
大きな塔の名残感じて見上げれば
鍾馗さん屋根の上、見守るよ
鐘の音にいにしえの時思う
どれだけの人が歩いた道だろう
奈良町はるか懐かしい町

シンポジウムの様子

この度発行した町家ガイドブック。
来場者に配布。問いあわせは当館まで。

開場を待つ皆さん

朗読劇
「町家よ語れ」

江戸末期、元興寺の大塔が
燃えたことを語る皆さん

10歳から71歳まで21名の熱演。
「奈良町ふぁんたじぃ」を歌う

インターネットからも
聞けます。



事
務
局
だ
よ
り
2018
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「虫
」の
場
所

事
務
局
長

藤
野
正
文

立
春
が
過
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
雨
水
（
2
月

19
日
）
、
啓
蟄
（
３
月
6
日
）
、
春
分
（
3

月
21
日
）
と
、
春
の
季
節
に
向
け
て
日
々
が

過
ぎ
て
い
き
ま
す
ね
。
こ
の
時
期
か
ら
寒
さ

も
峠
を
越
え
、
江
戸
時
代
か
ら
松
の
害
虫
駆

除
の
た
め
に
松
に
巻
い
た
菰
（
こ
も
）
を
外

す
の
は
、
啓
蟄
の
日
だ
そ
う
で
、
土
中
で
冬

ご
も
り
を
し
て
い
た
虫
が
春
の
訪
れ
を
感
じ

て
顔
を
出
す
こ
ろ
。
実
際
に
は
、
動
物
や
虫

が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
の
は
、
最
低
気
温
が

５
度
を
下
回
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
平
均
気

温
が
１
０
度
以
上
に
な
っ
て
か
ら
だ
そ
う
で

す
が
。

啓
蟄
の
頃
に
特
段
こ
れ
を
行
う
と
よ
い
と

い
う
行
事
も
な
い
よ
う
で
す
が
、
人
の
心
に

潜
む
「
虫
」
も
出
て
く
る
時
期
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
「
虫
が
好
か
な
い
」
、
「
虫
の
い
ど

こ
ろ
が
悪
い
」
と
か
「
虫
唾
が
走
る
」
と
余

り
い
い
意
味
で
な
い
場
合
が
多
い
で
す
ね
。

「
虫
の
知
ら
せ
」
も
悪
い
こ
と
が
起
こ
り
そ

う
な
気
が
す
る
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
ね
。
古

く
は
、
「
虫
」
は
人
間
の
体
内
に
棲
み
、
意

識
や
感
情
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
、
目
に
見
え
な
い
不
思
議

な
現
象
や
体
験
を
人
の
身
体
の
中
で
生
き
て

い
る
「
虫
」
の
仕
業
に
し
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
珍
し
い
こ
と
や
未
知
の
こ
と
に

対
し
て
強
く
興
味
を
も
つ
「
好
奇
の
虫
」
と

奈良町にぎわいの家
オリジナル節気マーク

２/４～１８ ２/１９～３／５

立春 雨水

い
う
虫
も
あ
り
、
こ
の
季
節
も
含
め
て

そ
の
虫
が
疼
く
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

奈
良
町
を
歩
い
て
み
る
と
「
奈
良
町

は
、
道
が
真
っ
す
ぐ
だ
け
ど
、
誰
が
ど

う
や
っ
て
つ
く
っ
た
の
？
」
、
「
町
家

っ
て
世
界
で
日
本
特
有
の
も
の
？
」
、

「
奈
良
町
で
一
番
古
い
建
物
は
い
つ
頃

の
も
の
？
ど
こ
に
あ
る
の
？
」
、
「
奈

良
町
に
あ
っ
た
は
ず
の
川
は
ど
こ
に
行

っ
て
し
ま
っ
た
の
？
」
と
か
、
「
最
近
、

ど
う
し
て
外
国
の
来
訪
者
が
多
く
見
か

け
る
の
？
日
本
の
住
ま
い
に
興
味
が
あ

る
？
」
、
「
日
本
の
若
い
子
た
ち
も
、

何
で
奈
良
町
の
古
い
町
家
を
見
に
く
る

の
？
」
と
か
。
奈
良
町
に
「
好
奇
の
虫
」

を
も
つ
人
、
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
れ

ば
、
も
っ
と
楽
し
い
面
白
い
町
に
。
長

年
、
奈
良
町
に
住
む
虫
た
ち
も
喜
ぶ
？

如月の空ゆく鳥を
放ちやり斑雪の山に
息ふかくせり
前登志夫（歌人）

書…

逢
香

裏庭の柿が、枝がしなうほど

大きな実を沢山つけました。

凍
れ
る
町
家
？
！

水盤二景

雪とみぞれ！

裏庭の畑も冬眠中。

庭
の
石
が
ま
る
で

犬
の
足
跡
に
み
え
ま
す
。

椿
井
小
学
校
３
年
生
来
館

か
ま
ど
で
火
吹
き
体
験
、
独
楽
回
し
体
験
、

蓄
音
機
体
験
な
ど
町
家
な
ら
で
は
の
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

大塚英二郎先生が珍しい独楽を沢山見せて
下さり、いわれを説明。子どもたち、興味津々。

さあ、順番に火吹きしようね。
昔はこうしてご飯を炊いたんだなあ…。


